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 異型ぐいの支持力に関すそ研究(、その1).,
 一くい先端砂質土地盤の載荷試験結果について一
 正会員高橋武雄*
 同一'0向井貢**
 1・」:『
 1.序'
 くいは…般的に支持ぐいと摩僚ぐいと言う名称で分けられているが、この分類も明確
 なものでなく、くい先端位置に支持層がある場合に支持ぐいと称し、そうでない場合を
 摩擦ぐいと称している。又、形状及ぴ材質によって種々の分類がなされている。この中
 で異型ぐいとは、一般的に摩擦ぐいと呼ばれており、節がついているくいのことであっ
 亀
 ,1…て、1925年に実用化に供されて以来、約50年にわたる歴史をもつものである。この半世
 紀の朋に、形状・材質・施工方法等1こわたh、当初のものとくらべてみるとかなり変化
 してきている。現在、使用されている異型ぐいには、かなりの種類があるが、これらを
 主要部分(本体)の形状・製造方法及び圧縮強度を中心として大別すると表一1の様に
 分けられる。
 衷一1異型ぐいの種類
       ぬプレストレス
       本陣形状製造方法コンフリー・ト圧縮強度(出荷時kg/■)くい艮(皿〕無
       ①円筒形遠心力成型400,8204.12O○
       (琶)三角形振動詰4003.12,O
       ③六角形振動詰4003.12一O

 いずれの型式であっても、くい長は12M以下であり、通常、つぎぐいとしては用いら曙
 れていない。又、くい長が短いことかちくいの先端も一般的に言われている支持層`ヒば
 到達せず、例外的にくい先端が支持層に近いものもみうけられる。・
 今回の検討に用いたくいは
 表一1中に示される①のタイ
 プのものであって、図一1に
 ,その形状を示す。
 異型ぐいの施工方法には、
 打込み工法と、'無振動で行う
 埋込み工法があり、それぞれ
 図一2、図一3の様な方法で
 行なわれ、伺図に示した砒.ヒ'
 りとな曙る。
 本研究はこの様にして施工
 された異型ぐいの支持機構及
 ぴ耐力について検討するもの
 で、本報では既往の載荷試験
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